
新しい防災気象情報について 

□ 現在の防災気象情報（警戒レベル相当情報） ※気象庁が発表 
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【問題点】 

・ 分野ごとに名称がバラバラ、また警戒レベル相当で名称が統一されていない。 

（例：指定河川洪水予報では、警戒レベル３相当が氾濫警戒情報、土砂災害では、警戒レベル４相当が土

砂災害警戒情報など） 

・「相当情報」と避難情報の関係が分かりにくい。 

□ 市町村が発表する避難情報 
・ 市町村は、警戒レベル相当情報（気象庁発表）などを参考に総合的に避難指示等の発令を判断する。 

・ 警戒レベル（市町村発表）は、とるべき避難行動が直感的にわかるように、５段階に整理したもの。 

（例：警戒レベル４＝避難指示、警戒レベル３＝高齢者等避難） 
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※これらを分かりやすくするために、新しい気象情報として気象庁は河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮の

情報を、警戒レベル（1～5）に合わせた名称で令和 8 年 5 月下旬から運用を行う。 

 

出典：気象庁ホームページ「新

たな防災気象情報について（令

和 8年～）」を基に抜粋・加工 



新しい防災気象情報（令和 8年５月下旬から運用開始予定） 
○主な変更について 

・ 防災気象情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表をする。 

・ レベル４相当の情報として危険警報を新設。 

・ すべての情報が「レベル○○＋現象名」で統一される（例：レベル４大雨危険警報 等） 

・ 対象外の分野の特別警報・その他の警報は従来どおり（レベルの数字はつかない） 

 

 

新しい防災気象情報の情報体系とその名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 警戒レベル相当情報以外の特別警報・警報・注意報 
・ 警戒レベル相当情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）以外の特別警報・警報・注意報は、 

これまでと変わらない。 

・ これら情報について、気象庁ホームページ等では、特別警報は黒、警報は赤を用いるが、 

警戒レベルには相当しない。 

 


